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演奏団題名                        日付  

       曲名など 
 
基礎項目 

正確なリズム    １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

正確な音高と音程   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

発音と発声 

全体的な母音の音色   明るすぎる 多少明るい バランスが良い 多少暗い 暗すぎる  

全体的な音の響き   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

高音のサポート   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

低音のサポート   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

子音の明瞭さ    １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

音楽的な要素  

レガートの歌唱   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

フォルテの豊かさ   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

ピアノの繊細さ   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

ダイナミクス・松葉の処理  １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

アーティキュレーション  １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

パートのバランス   １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

言葉によった音色や音量変化  １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

言葉によったテンポ・時間変化 １頑張れ  ２もう少し  ３良い  ４とても良い 

舞台表現 

立ち方など    １気になる ２特に気にならない ３良い ４素敵です 

表情     １気になる ２特に気にならない ３良い ４素敵です 
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